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	高温要求性タンパク質 A2 (HtrA2)/Omi は、大腸菌 HtrA タンパク質 (DegP) と相同性を持つセリンプロテアーゼで、アポトーシスおよびミスフォールドタンパク質のストレス誘発性分解に関与していると考えられています。HtrA2 は当初、核または小胞体に存在することが確認されましたが、その後の研究で、ミトコンドリアに局在し、アポトーシス中に放出されることが示されています。非特異的基質ベータカゼインに対してタンパク質分解活性を示すセリンプロテアーゼです。BIRC タンパク質 (アポトーシス阻害タンパク質、IAP とも呼ばれる) に直接結合して阻害することによりカスパーゼ活性を増加させるか、BIRC 阻害非依存、カスパーゼ非依存、セリンプロテアーゼ活性依存のメカニズムによって、細胞死を促進または誘導します。アポトーシス中に THAP5 を切断してその分解を促進します。アイソフォーム 2 はタンパク質分解的に不活性であるようです。
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	Jurkat 細胞溶解物中の HTRA2 発現のウェスタン ブロット分析。

